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山形大学大学院 社会文化システム研究科

研 究 科 長 の 挨 拶
　山形大学大学院社会文化システム研究科は、文化システムと社会システムの２専攻からなる学生定
員12名の大学院修士課程です。
　文化システム専攻では、人間科学・思想歴史論・国際文化論という３つの区分のもとで人文科学の
教育を幅広く行い、他方の社会システム専攻では、公共システム・企業システム・国際システムとい
う括りのもと、社会科学の多様な分野の教育を行っています。
　入試の面では、一般入試と推薦入試に加えて社会人入試や何種類かの留学生入試など多様な入口が
用意されていることもあり、現在本研究科で学ぶ学生は、本学人文社会科学部からの進学者に加え、
留学生や社会人など、国籍も年齢も多彩です。
　本研究科は世界的に評価の高いアンデス研究の拠点でもあるため、平成29年度からはペルーでの入
試も実施しています。さらに、令和元年度からは、本研究科でのアンデス考古学研究を博士課程レベ
ルへと深めるための場として、本学理工学研究科に考古人類学分野が増設されました。
　履修方法の面では、社会人に配慮し、夜間や土日の開講も含めた柔軟な時間割設定、履修期間に選
択幅を持たせる長期履修制度の導入など、細かい工夫を重ねてきました。さらに、研究環境の面で
は、院生研究室には無線LAN環境が整備され、学生個人用の机や共用のコピー機など研究設備も整っ
ています。
　多様な問題関心や出身背景を持った学生が集う本研究科で、知的刺激に富んだ活発な討論が展開さ
れることを願っています。

社会文化システム研究科は、人間科学や思想歴史・国際文化を研究する「文化システム専攻」と、地域社会や国際
社会の抱える諸問題と各種政策課題について研究する「社会システム専攻」の２つの専攻で構成されています。

社会文化システム研究科長
清　塚　邦　彦
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教 育 研 究 分 野

社会文化システム研究科

１．人文科学・社会科学のシステム的・学際的な追究
　　　　……社会・文化を一つのシステムとしてとらえ、総合的に追究します。

２．多彩なスタッフによる豊富で斬新な授業と教育指導
　　　　……200を超える講義・演習を、約80名の教員陣が責任をもって担当します。

３．マンツーマン教育によるきめ細かな研究支援態勢
　　　　……修士学位論文執筆に際して、指導教員による毎週の指導が必修となっています。

４．学生個々の要望に応じた高度な職業人の育成
　　　　……たとえば情報処理、外国語などの実践的スキルを確実に身につけられます。

５．地域社会との密接な連携の構築
　　　　……学生の受け入れや修了後の進路について、地域との関係を重視します。

研究科の概要

研究科の基本理念

社会システム専攻



履修方法と特長

入学者選抜方法

奨学制度について

●必修科目…………………………特別研究Ⅰ・Ⅱ〈正副研究指導教員による修士学位論文の研究指導〉
●共通科目…………………………情報処理実習、現代外国語（英語Ⅰ、英語Ⅱ、ドイツ語、フランス語、ロシア語、中国語から選択）、調査の方法、
　　　　　　　　　　　　　　　プロジェクト演習Ⅰ、プロジェクト演習Ⅱ、プロジェクト演習Ⅲ、プロジェクト演習Ⅳ、
　　　　　　　　　　　　　　　プロジェクト演習Ⅴ、プロジェクト演習Ⅵ （プロジェクト演習Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵは文化システム
　　　　　　　　　　　　　　　専攻のみ、調査の方法、プロジェクト演習Ⅰ・Ⅱは社会システム専攻のみ）
●選択必修科目・自由科目………特論、特別演習〈専門以外の授業科目をも幅広く履修〉

《社会人の特例》
　社会人学生の要望に応じて、授業時間帯を夜間などにも設定します。計画的に最長４年間で履修することができます。
　特に認められた場合、課題報告書をもって修士学位論文に代えることができます。

《企業人、公務員向けの実践的カリキュラム開設》
　政策立案能力、企画能力の養成 （特例措置として、夜間・土曜日の開講も可能）
　●実地調査・研究の方法を学ぶ     ●政策法務、地域政策、労働問題などを学ぶ　

《専修免許状の取得》
　中 ・ 高教諭一種免許状を有する場合は、所定の教科に関する科目の単位を修得することにより、当該の専修免許状を取得 
　することができます。

《研究業績の刊行》
　修士学位論文の概要は、学生の希望により、研究科の研究論文集に収録、公表されます。

■入学料の免除・徴収猶予
　下記の事由により入学料の納付が困難な
場合に、願い出により選考の上、入学料の全
額または半額を免除する制度および入学料の
徴収を一定期間猶予する制度があります。
①入学前 1 年以内において、本人の学資を

主として負担している者（学資負担者）
が死亡し、又は本人若しくは学資負担者
が風水害等の災害を受け、入学料の納付
が著しく困難な場合

②経済的理由により入学料の納付が著しく
困難であり、かつ、学業優秀と認められ
る場合

■授業料の免除
　経済的理由によって授業料の納付が困難
であり、かつ、学業成績優秀と認められる
者に、願い出により選考の上、その期の授
業料の全額または半額を免除する制度があ
ります。 
　記載は、平成31年度のものです。入学料・
授業料の免除の出願方法などの詳細は、合
格通知の際にお知らせします。

■奨学金制度
　学業・人物共に優秀かつ健康で、経済的
な理由により修学が困難と認められる場合

には奨学金の貸与が受けられる場合があります。詳細は、
以下の日本学生支援機構の例を参照してください。
　日本学生支援機構の奨学金申請などの詳細は、合格通
知の際にお知らせします。

※以上の試験と、研究計画書など出願書類を総合して選抜します。※専門科目の内訳は専攻によって異なります。

一般入試 専門科目 ・ 面接
社会人入試 口述試験
外国人留学生入試（出願資格別にＡ方式かＢ方式）【Ａ方式】専門科目 ・ 面接　 【Ｂ方式】口述試験 ・ 日本語（日本語は文化システム専攻のみ）
推薦入試 面接
協定校（外国人留学生）推薦入試 書類審査（渡日前入試）

日本学生支援機構の場合

※詳細は日本学生支援機構（https://www.jasso.go.jp/）をご確認ください。

文化システム専攻 社会システム専攻

貸与金額（月額）
第一種奨学金（無利子）
　修士・博士前期課程………50,000円又は88,000円
第二種奨学金（有利子）
　大学院全課程………………
　　50,000・80,000・100,000・130,000・150,000円

修士学位論文題目一覧 （平成29～30年度）

国際文化論分野
　・『小町草紙』の研究－和歌表現の分析を中心にして－
　・現代中国の独立ドキュメンタリーの研究（1990 ～ 2017 年）
　・ルイス・キャロル研究
　・芥川龍之介の文芸観
思想歴史論分野
　・香
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（本名 岩田信安）の研究－香道文献を中心として
　・ナスカ土器再考
　・隆慶年間における海運試行－明、王宗沐撰『海運志』を手がかりに
　・戦国末期から近世前期における土豪と村落
　　　～出羽国置賜郡小国石滝村・五味沢村の両齋藤家の事例を通して～
　・最上家家法をめぐって
人間科学分野
　・漢語「気」を含む複合語の研究－日中文学作品を中心に－
　・日本語母語話者と学習者の作文におけるモダリティ表現に関する研究
　・初対面会話における話題選択と自己開示との相互関係について
　・述語の関与者の言語化に関する日独対照－マンガのセリフをもとに－
　・日本語韻律に現われた台湾語音の特徴について
　・小説における日中同形語に関する対照研究－翻訳文を中心として－
　・日中同形類義語の対照研究－否定接頭辞「不」「無」「非」「未」が含まれる二字漢語を中心に－
　・A sociological approach to rendaku in yamagata dialect
　・日本語習得の観点から見た中国西南方言と日本漢字音との対照研究

企業システム分野
　・日本の賃金制度と外国人労働者
　・認知症高齢者の不法行為責任への衡平責任の導入可能性
　　　－認知症高齢者による鉄道事故判決を契機として－
　・山形県清酒製造業における特定名称酒産地への変容
　　　－等級別制度廃止後の多様なネットワーク形成－
公共システム分野
　・新まちづくり三法によるまちづくりの変容―新聞記事に対する解析を中心にして―
　・地域観光資源を活用した広域連携に関する研究
　　　～山形県新庄最上地域と秋田県湯沢雄勝地域を事例として～
　・歴史的街並み景観の保全方法に見られる地域アイデンティティの創出メカニズム
　　　～福島県下郷町大内宿と南会津町前沢を事例にして～
　・産業遊休地を活用した地域振興に対する行政の役割
　　　－ドイツ・IBA エムシャーパークとその後の取り組みを事例に－
　・大学と地域との連携強化に関する考察
　　　－ソーシャル・キャピタル形成とコーディネーターの重要性の観点から－
国際システム分野
　・現代中国におけるオンラインアクティビズム
　・イギリスの社会統合政策における多文化主義の展開

企　業

公務員団体等 進　学

アリオンテック、アルプス電気、伊藤忠エネクス、エム・エス・アイ、昭和、セブン銀行、大学生協東北連合会、タリーズコーヒージャパン、TKC、
鉄道情報システム、日興コーディアル証券、農林中央金庫、日立東日本ソリューションズ、富士工業、宮城交通、山形スリーエム、ヤマト運輸
総務省東北管区行政評価局、宮城県庁、上山市役所、酒田市役所、
国立大学法人山形大学、山形県教員、愛知県教員、日本学生支援機構

東北大学大学院、筑波大学大学院、新潟大学大学院、弘前大学大学院、
お茶の水女子大学大学院、総合研究大学院大学、大東文化大学大学院

社 会 文 化 シ ス テ ム 研 究 科 修 了 者 の 主 な 進 路

※金額は、平成31年度のもの



CULTURAL SYSTEMS COURSE文化システム専攻

人間の認知行動
文化の構造および歴史を
文化の総合システム

として研究

思想歴史論
世界諸文化圏における

思想、倫理、宗教の原理的研究
および世界諸地域における

歴史世界の形成・展開に
関する教育研究

人間科学
人間の思考・行動過程の

メカニズム、言語と
その運用に

関する教育研究 国際文化論
文学・芸術・映像等の領域を
中心に、異文化交流までも

含む世界の様々な
文化現象の総合的な

教育研究

思想文化
ヨーロッパ

アジア文化
表象文化論
日本文学…

歴史文化
東アジア
日本…

心理・情報
対人行動論
実験心理学…

言語科学
英語学

日本語学…

欧米文化
現代文化

比較文化…

● 現代の人間および社会・文化についてのより高度な専門的知識と理解力
● 社会の高度情報化に伴うテクノストレス・人間関係・メンタルヘルス等の問題に対応できる能力
● 高度な異文化理解能力と実践的なコミュニケーション能力
● 国際化に伴う文化的摩擦・軋轢に柔軟に対応できる能力
● 現代社会の高度化やその変動に対応しうる教育能力

履 修 モ デ ル

地域の文化活動の根幹となる専門的職業人の養成

日本語意味論特論Ⅰ・ 言語学特論Ⅰ
日本語意味論特別演習 ・ 言語学特別演習
中国古典文化論特論Ⅰ・ 中国古代中世文化論特論Ⅰ
中国中世文化論特別演習（情報処理実習）（現代外国語）

美学・芸術史特論Ⅱ・ 表象文化論（美学・芸術学）特論Ⅱ
フランス現代文化論特論Ⅱ・ 美学・芸術史特別演習
表象文化論（美学・芸術学）特別演習
フランス現代文化論特別演習（情報処理実習） （現代外国語）

言語科学特別研究Ⅰ・Ⅱ
「雑談の会話における話題展開についての日中対照研究」

　私は現在、社会人学生として在籍しており、仕事をしながら単
位修得と修士論文執筆に向けた調査・研究に取り組んでいます。

社会人の受入れに理解のある先生方のおかげで、終業後に開講される授業や個々の
ニーズに応じたきめ細やかな指導を受けられています。また、留学生が多数在籍して
いることから異文化理解の機会にも恵まれています。この研究科で自らの興味関心や
専門分野の知識・技能をより深めるとともに、かけがえのない「学び」の経験を私た
ちと共有しませんか。

　私は卒業論文で取り組んだ 17 世紀スペイン絵画をさらに深く
研究したいと思い、進学を決めました。山形大学の大学院は、少

人数だからこそ自分にあった研究ができます。授業では専攻していた美術史だけでな
く、ドイツ語や映画史など興味のある分野を先生と一対一で学べました。また院生同
士の距離も近いので、専攻や国籍、年齢の違った立場から興味深い意見をもらえます。
　念願だったスペインで本物の作品を見ることもでき、内容の濃い 2 年間を過ごせま
した。より専門的な研究がしたいと考えているのであれば、大学院への進学をお勧め
します。

欧米文化特別研究Ⅰ・Ⅱ
「ドガの肖像画における花の表現をめぐって」

【修士学位論文指導】
【修 士 学 位 論 文】

【修士学位論文指導】
【修 士 学 位 論 文】

１年次 １年次

２年次 ２年次日本語意味論特論Ⅱ ・ 言語学特論Ⅱ

豊田　龍平さん 園部　祥さん文化システム専攻２年 平成26年度
文化システム専攻修了生

美学・芸術史特論Ⅰ・ 表象文化論（美学・芸術学）特論Ⅰ
フランス現代文化論特論Ⅰ

在学生からのメッセージ 修了生からのメッセージ



文化システム教員一覧

人間科学／言語科学
教　員　名 授　業　科　目 主な研究領域及び関心領域

冨　田　かおる 英語音声学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 音声言語の音響音声学的分析
鈴　木　　　亨 英語語法論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 英語構文の文法制約と意味論
富　澤　直　人 英語学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 英語や日本語を中心とした対照統語論、意味論
渡　辺　文　生 日本語意味論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 現代日本語の文法、談話分析、語用論
中　澤　信　幸 日本語史特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 日本漢字音研究史、中国語音韻史、台湾語学
池　田　光　則 言語学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 歴史言語学、言語類型論、ゲルマン語学
アーウィン・マーク 歴史言語学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 日本語音韻史、外来語
ライアン・スティーバン 異文化間コミュニケーション論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 英語教育、国際文化交流、異文化間コミュニケーション
小　泉　有紀子 心理言語学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 日英語を中心とした言語の構造や意味の理解（文処理）
髙　橋　真　彦 生成文法論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 日本語を中心とした比較統語論

人間科学／心理・情報
教　員　名 授　業　科　目 主な研究領域及び関心領域

佐　藤　　　香 対人行動論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 社会心理学、感情心理学、比較文化心理学
本　多　　　薫 人間情報科学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 情報科学、人間工学、生体情報のコンピュータ解析
大　杉　尚　之 実験心理学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習Ⅰ 知覚情報処理、認知科学、実験心理学
小　林　正　法 実験心理学特論Ⅲ、特論Ⅳ、特別演習Ⅱ 記憶、認知心理学、感情心理学

思想歴史論／思想文化
教　員　名 授　業　科　目 主な研究領域及び関心領域

清　塚　邦　彦 英米哲学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 現代の英米哲学、言語哲学・哲学的記号論

思想歴史論／歴史文化
教　員　名 授　業　科　目 主な研究領域及び関心領域

岩　田　浩太郎 日本近世史特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 17～19世紀日本の社会経済史、地域史、豪農論、民衆運動史、経営史
新　宮　　　学 東アジア近世史特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 明清社会経済史、中国都市史、北京史、日明交渉史
中　村　篤　志 北アジア史特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 17～19世紀モンゴル史、遊牧社会史、清朝史
山　﨑　　　彰 ドイツ史特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 近代ドイツ史、近世ブランデンブルク史、近世ドイツ貴族史
坂　井　正　人 人類学・アンデス考古学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習Ⅰ 文化人類学、アンデス考古学
松　本　雄　一 人類学・アンデス考古学特論Ⅲ、特論Ⅳ、特別演習Ⅱ アンデス考古学、人類学
山　本　　　睦 人類学・アンデス考古学Ⅴ、特論Ⅵ、特別演習Ⅲ アンデス考古学、文化人類学
松　本　　　剛 人類学・アンデス考古学Ⅶ、特論Ⅷ、特別演習Ⅳ 人類学（おもに先スペイン期アンデス地方の考古学）
諸　田　博　昭 グローバル経済史特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 1930 年代の中国の貨幣・金融、近現代アジア経済史
小　幡　圭　祐 日本近代史特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 明治時代を中心とする日本近代史、国家史、制度史、政策史

国際文化論／アジア文化
教　員　名 授　業　科　目 主な研究領域及び関心領域

森　岡　卓　司 日本近現代文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 近代小説における主体と他者の表象、戦後批評史
福　山　泰　男 中国古代中世文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 後漢末三国時代における諸言説の形成
西　上　　　勝 中国中世文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 漢語散文の文学的研究、中国の詩学
許　　　時　嘉 東アジア近現代文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 近現代台湾文化史・文学史、植民イデオロギー研究
今　村　真　央 東南アジア文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 山地民と歴史叙述、宗教と近代
天　野　尚　樹 北東アジア文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 北東アジア国際関係史、サハリン島地域研究
加　藤　健　司 比較文学論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 近代ドイツ文学、近代日本におけるヨーロッパ文芸の受容

国際文化論／欧米文化
教　員　名 授　業　科　目 主な研究領域及び関心領域

伊　藤　　　豊 比較文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 アメリカンオリエンタリズムと日米文化交流史
佐　藤　清　人 英米近代文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 19世紀英文学、アジア系アメリカ文学
中　村　　　隆 イギリス近現代文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 19世紀イギリス文学、ディケンズ
渡　辺　将　尚 ドイツ現代文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 20世紀ドイツ文学、両大戦間期・戦後ドイツ
相　澤　直　樹 ロシア文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 19世紀ロシア文学・文化、ツルゲーネフ
石　澤　靖　典 美学・芸術史特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 イタリア・ルネサンス美術史、14 ～16世紀フィレンツェ文化
大久保　清　朗 表象文化理論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 映画史、映画理論
摂　津　隆　信 ドイツ文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 ドイツ文学・演劇
合　田　陽　祐 フランス文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 フランス・モダニズム、批評理論
宇　津　まり子 英米現代文化論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 19世紀アメリカ文学、ケイト・ショパン

※文化システム専攻の共通科目は次の科目です。
　情報処理実習、現代外国語（英語Ⅰ、英語Ⅱ、ドイツ語、フランス語、ロシア語、中国語）、　プロジェクト演習Ⅲ、
　プロジェクト演習Ⅳ、プロジェクト演習Ⅴ、プロジェクト演習Ⅵ
※大学院共通科目は次の科目です。
　キャリア・マネジメント、研究者としての基礎スキル、社会文化システム特論、生涯学習特論、知財と倫理、
　Academic Skills : Scientific Presentations+Writing、Career Designing Seminar 先端医科学特論、食の未来を考える



SOCIAL SYSTEMS COURSE社会システム専攻

多元的な社会システム
および

その連関を研究する

国際関係 企業経営

国際経済法務

地域政策公共政策

経営法務

● 現代の経済、法や政治、社会についてのより高度な専門知識と理解力
● 経済その他の社会環境の変化に対応しうる実践的法処理能力
● 国際化、情報化によって激変する地域経済環境に適応しうる企業経営能力
● 複雑化する行政ニーズに応えうる地域運営能力
● 地域社会の国際化に伴う諸問題を処理する能力
● 現代社会の諸変化を機敏に把握できる高度な教育能力

地域で活躍する高度職業人の養成

　私は大学院において、精神障害を持つ方々が生き甲斐を見い
だして地域生活を送るためにはどのような支援を行えば良いか、

というテーマに基づいて研究活動を行っています。
　大学院においては学部生の時以上に教授の方々や同じ大学院生と密接に関わる機
会が増え、その分だけ互いの意見を交わして討論をし、知見を広げる機会も増えます。
　何か一つのことを追い求めると同時に、自らの見識を広く深めていけることが大学
院で研究を行い、学ぶことの最大の魅力だと私は考えます。 

　もし学部時代にもっと深く知りたいと思う分野に出会ったのであ
れば大学院へ進むことを検討してみてはどうでしょうか。私は大

学生のとき民法の「監督者責任」という分野に出会いました。このテーマについてど
のような歴史があり、どのような方々が研究し論文や評釈を残しているのか知りたい
と思いました。そして大学院では、自分がどのような根拠でどのような考えを持った
かを論文としてまとめることが出来ます。それに加え先生方が手厚くサポートしてくだ
さいます。この「考えをまとめる能力」は、修了後でも役立つスキルになっています。
私は大学院で研究をすることが出来て良かったと思っています。

岩崎　恭太さん 五反田　健さん社会システム専攻２年

在学生からのメッセージ

国際システム
国際関係の変動、国際法に

よる国家間紛争処理
メカニズム、国際経済及び

国際金融システム、国際取引の
経営法務、国際諸地域理解等を

通じた国際化の総合的
教育研究

公共システム
公共政策関係法、行財政、

地域経済、地域福祉、
地域社会学、環境地理学等の

複合的視点に立った
公共システムのトータルな

教育研究
企業システム

法実務、経営分析、経営戦略、
企業をとりまく法規制等の
視点に立った企業経営の

トータルな教育研究

平成30年度
社会システム専攻修了生

修了生からのメッセージ

履 修 モ デ ル
国際関係論特論Ⅰ・ 国際関係論特別演習
比較政治学特論Ⅰ・ 比較政治学特別演習
国際政治特論Ⅰ・ 国際政治特別演習

（情報処理実習）（現代外国語）

企業経営論特論Ⅱ ・ 計量経済学特論Ⅱ
商法特論Ⅱ ・ 企業経営論特別演習
計量経済学特別演習 ・ 管理会計特別演習

（情報処理実習）（現代外国語）

国際関係特別研究Ⅰ・Ⅱ
「東アジアにおける環境レジーム形成」

企業経営特別研究Ⅰ・Ⅱ
「のれんの計上と償却に関する一考察」

【修士学位論文指導】
【修 士 学 位 論 文】

【修士学位論文指導】
【修 士 学 位 論 文】

１年次 １年次

２年次 ２年次国際関係論特論Ⅱ・ 比較政治学特論Ⅱ・ 国際政治特論Ⅱ 比較会計学特論Ⅰ・ 管理会計特論Ⅰ
比較会計学特別演習



社会システム教員一覧

公共システム／公共政策
教　員　名 授　業　科　目 主な研究領域及び関心領域

中　島　　　宏 人権論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 フランスにおける信教の自由に関わる問題、特にセクト規制やスカーフ・ブルカ規制
西　岡　正　樹 刑法特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 刑法学における責任論および刑罰論
高　倉　新　喜 刑事訴訟法特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 刑事再審制度の歴史的意義と基本構造
是　川　晴　彦 公共経済学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 理論経済学、公共経済学
今　野　健　一 統治組織論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 憲法学、特にフランスを対象とした比較憲法史・憲法理論研究
田　北　俊　昭 社会経済システム論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 都市経済学、地域計画、地域ブランド戦略・経済、情報経済論
下　平　裕　之 イギリス経済学史特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 経済学史、特に19～20世紀イギリス貨幣理論・経済政策
和泉田　保　一 行政法特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 イギリス計画許可制度とわが国の自治体による開発統制制度の比較
川　村　一　義 公共政策学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 政治制度の立法政策への影響、議会の統合機能と合意形成
坂　本　直　樹 財政学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 財政学、地方財政論、費用便益分析
溜　川　健　一 マクロ経済学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 マクロ経済モデルを用いた政策シミュレーション分析
村　松　　　怜 経済政策論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 財政学、日本財政史
池　田　弘　乃 法哲学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 法哲学、フェミニズムと法、ジェンダー・セクシュアリティと法

公共システム／地域政策
教　員　名 授　業　科　目 主な研究領域及び関心領域

伊　藤　晶　文 環境地理学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 地形発達、環境アセスメント
山　田　浩　久 都市計画特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 地域政策、土地評価
阿　部　晃　士 計量社会学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 教育・環境・地域における不平等、社会意識の計量分析
杉　野　　　誠 環境経済学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 環境経済学、環境政策、環境経営
竹　内　麻　貴 家族社会学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 ワーク・ライフ・バランス、量的データの収集と分析方法

企業システム／企業経営
教　員　名 授　業　科　目 主な研究領域及び関心領域

洪　　　慈　乙 比較会計学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 財務会計、財務会計の概念的枠組みと財務諸表の体系
安　田　　　均 株式会社論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 経済原論、内部労働市場、法人資本主義
砂　田　洋　志 計量経済学特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 ベイズ統計学を用いた経済現象の実証分析
鈴　木　明　宏 ゲーム理論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 協力ゲーム理論とその応用、社会・経済システムにおける先見的安定性
西　平　直　史 経営システム特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 システムのモデル構築とシミュレーション
柴　田　　　聡 企業経営論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 経営学、マクロ組織論
尻無濱　芳　崇 管理会計特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 管理会計、原価計算、介護・医療・非営利組織
吉　原　元　子 中小企業論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 中小企業経営、産業集積
兼　子　良　久 マーケティング論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 マーケティング、マーケティング・リサーチ

企業システム／経営法務
教　員　名 授　業　科　目 主な研究領域及び関心領域

髙　橋　良　彰 民法特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習Ⅰ 日本近代法史、民法、不動産登記法
小笠原　奈　菜 民法特論Ⅲ、特論Ⅳ、特別演習Ⅱ 民法（債権法）、消費者契約
阿　部　未　央 雇用関係法特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 非正規雇用、雇用差別
コーエンズ久美子 商法特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 商取引法、金融取引法

国際システム／国際関係
教　員　名 授　業　科　目 主な研究領域及び関心領域

松　本　邦　彦 国際政治特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 日本外交史、出入国管理政策、外国系移民政策
丸　山　政　己 国際組織法特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 国際法、国際組織法
赤　倉　　　泉 現代中国政治特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 現代中国政治、毛沢東時代の政治、中国の民主化運動
中　村　文　子 グローバル・ガバナンス論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 国際関係論・国際人権、特に人権規範普及と人身売買に関する研究

国際システム／国際経済法務
教　員　名 授　業　科　目 主な研究領域及び関心領域

山　口　昌　樹 国際金融論特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 アジアの国際金融市場、銀行のミクロ実証分析
荒　井　太　郎 国際取引法特論Ⅰ、特論Ⅱ、特別演習 国際取引法

※社会システム専攻の共通科目は次の科目です。
　情報処理実習、現代外国語（英語Ⅰ、英語Ⅱ、ドイツ語、フランス語、ロシア語、中国語）、調査の方法、プロジェクト演習Ⅰ、
　プロジェクト演習Ⅱ
※大学院共通科目は次の科目です。
　キャリア・マネジメント、研究者としての基礎スキル、社会文化システム特論、生涯学習特論、知財と倫理、
　Academic Skills : Scientific Presentations+Writing、Career Designing Seminar 先端医科学特論、食の未来を考える



※山形大学大学院社会文化システム研究科の最新情報は、
　社会文化システム研究科ホームページ (https://www-hs.yamagata-u.ac.jp/) でご覧いただけます。

＝地域に根ざし、世界を目指す＝
山形大学大学院

〒990－8560　山形市小白川町一丁目４－12

◎問い合わせ先
　023－628－4709（教務課人文社会科学部担当）
　023－628－4207（入試課人文社会科学部担当）
　023－628－4128（学生・キャリア支援課就職担当）

社会文化システム研究科


